
 平成30年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～29年度）】 【30年度】 【今後予定（31年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：

: - 1 - 016038整理番号

保守、機器賃貸借等例年経費 等

合計 929,183 1,388,471

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

教育情報ﾈｯﾄﾜｰｸ整備・運用・維持管理
校務用・教育用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ整備・更新
校内LAN整備，タブレット端末整備
情報教育推進専門指導員の配置
小学校デジタル教科書整備 等

929,183

子どもサポートシステム改修業務

内製システムの外注化

プログラミング教育推進業務

初任者研修報告システム構築業務等

小学校での必修化への対応

607,085

債務負担行為

中学校タブレット端末整備(40校2ヶ年)

教育情報ネットワークヘルプデスク業務 2～5年目は債務負担

校務用端末等更新整備 H24年度整備分
教育情報ネットワーク用サーバー類更新整備 H22年度整備分

　H30～　H35

事業

概要

　本事業は、次代を担う子どもたちの情報活用能力の育成、
教員の授業改善、校務の効率化を目的としている。そのため
に、情報教育を推進、学校園におけるICT環境の整備、校務
事務等のICT化の促進、情報モラル教育の推進、教職員へ
のICT研修、積極的な地域・市民への学校情報の発信など、
学校教育ICT化の推進を行う。

○教育情報ネットワーク(教育用ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ)の維持管理
○校務用コンピュータの整備・維持管理
○教育用コンピュータの整備・維持管理
○各種システムの整備・維持管理
○ICT学習環境の整備・維持管理
○学校園の情報セキュリティに関すること
○学校園ホームページの維持管理
○ICTに関する教職員研修

・学校園からの問い合わせ等に対応するヘルプデスク機能を整備する。
・これまで都度調達していたアプリケーション等について包括的なライセンス
契約を行うことにより、必要となる支出を大幅に削減する。
・平成29年度に整備した中学校パイロット校３校での成果をうけて、整備を拡
充する。
・保守が効かなくなるネットワーク用サーバー類の更新整備を行う。
・小学校で必修となるプログラミング教育に関する教員研修を行う。
・「道徳」対応のシステム改修を行う。

包括的ソフトウェアライセンス一式

143,828

包括的ライセンス契約による支出削減

「道徳」対応 等

921,112

9,071

992,269

3,645

53,502

18,648

21,864

ヘルプデスク業務
中学校タブレット整備
サポート切れ機器の更新
子どもサポートシステム改修

教育情報ﾈｯﾄﾜｰｸ運用・維持管理
老朽化機器等順次更新

平成29年度予算額

0 134,364 未整備40校の通常学級分

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

1,388,471

0

0

0

0

0

0

事業区分 ： 新規・拡充

平成30年度要求額平成28年度決算額

事業名 学校教育ＩＣＴ化推進事業

： 教育委員会事務局教育センター
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦
子育て 3-3

局・課名

8,071 11,280

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 29年度予算 30年度要求額 内容・積算等

490,000

期間


